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販売用資料 

商 号 等 ： アセットマネジメントOne株式会社 
 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号   
加入協会： 一般社団法人投資信託協会 
 一般社団法人日本投資顧問業協会 

商 号 等 ： 株式会社SBI証券 
      金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号 
加入協会： 日本証券業協会 一般社団法人金融先物取引業協会 
               一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

■投資信託説明書（交付目論見書）のご請求・お申込みは ■設定・運用は 

足もとのパフォーマンスについて 

 日頃より「厳選ジャパン」（以下、当ファンドといいます。）をご愛顧賜り、厚く御礼申し上げ

ます。当ファンドは新興市場の下落を受けて、1月末にかけて急落しました。当資料では、足もとの

運用状況と今後の運用方針についてお伝えします。 

運用実績  

 昨年初来、当ファンドは新興株式市場に比べ良好なパフォーマンスで推移していましたが、米国の政策金利

の引き上げや米中貿易摩擦等の影響を受けて、年末にかけて軟調に推移しました。 

 2019年に入り、景気先行き不安が軟化したことなどを受けて上昇基調にあったものの、「サンバイオ」の

株価下落およびその影響による投資家心理の悪化などで、月末にかけて急落しました。 

【当ファンドと主要株価指数の推移】  

※当ファンドの騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出していますので、実際の投資利回りとは異なります。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を当ファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、実際の基準価額とは異な

ります。 
※上記のグラフで使用している各種指数は小型株ないし株式市場の動向を示す代表的な指数として表示しており、当ファンドのベンチマー

クではありません。 
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成 

【2019年1月の月間騰落率】  

※期間：2017年9月28日（設定前営業日）～2019年1月31日（日次）、2017年9月28日の値を100として指数化 

※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。 
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ファンドマネジャーのコメント 

【組入上位10銘柄】 

1月30日の基準価額の下落について 

 当ファンドで保有している「サンバイオ」が大幅安となったほか、他の新興企業の株価にも影響

がおよび、東証マザーズ指数が8.1％（前日比）下落するなか、当ファンドの基準価額も6.0％（同

比）下落しました。 

 「サンバイオ」につきましては、開発している再生細胞医薬品の臨床試験結果の速報が目標に届

かなったことが株価の下落要因です。同医薬品については別の病気を対象とした試験結果が良好で

あったため、今回の臨床試験の結果に対する期待が非常に高かったことが大幅な株価下落につな

がったと考えられます。 

今後の運用方針 

 「サンバイオ」の試験結果は市場の期待を下回るものであり、現在のところ将来に期待される同

社の企業価値は低下したと考えています。一方、同社の株価下落の影響を受け、成長性や業績動向

に関係なく大幅に株価が下落している企業があると考えており、こうした企業の中から企業価値の

増大が期待できる企業を慎重に選定し、積極的に投資を行っていきたいと考えています。 

 当ファンドのパフォーマンスの源泉は投資先企業の成長です。今回、「サンバイオ」の株価下落

の影響を受けたものの、株価は中長期的には企業の利益成長を反映していくと確信しています。成

長性の高い企業に投資できるよう引き続き調査を行い、基準価額の回復に努めていきたいと考えて

います。 

※上記は過去の運用実績及び作成時点の運用方針であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。運用方針は作
成時点の見解であり、将来予告なく変更されることがあります。 

※当該個別銘柄の掲示は、取引の推奨を目的とするものではありません。 

順位 銘柄名 業種 比率 

1  チームスピリット 情報・通信業 6.7% 

2  イトクロ サービス業 5.3% 

3  ビジョン 情報・通信業 5.2% 

4  ペプチドリーム 医薬品 5.1% 

5  レノバ 電気・ガス業 4.6% 

6  ラクスル 情報・通信業 4.4% 

7  朝日インテック 精密機器 4.4% 

8  オイシックス・ラ・大地 小売業 4.4% 

9  アドバンスト・メディア 情報・通信業 4.3% 

10  
ジャパンエレベーターサービス
ホールディングス 

サービス業 4.2% 

（組入銘柄数：27銘柄）  
※2019年1月31日時点 
※上記比率は、組入株式評価額に対する割合です。 
※業種は東証33業種分類を使用しています。 

【業種別組入比率】 

情報・通信業

49.6%

サービス業 20.7%

医薬品 10.1%

電気・ガス業 4.7%

精密機器 4.5%

小売業 4.5%

不動産業 3.2%
その他製品 2.7%
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【指数の著作権等】 
●東証マザーズ指数、TOPIX Smallインデックスは、株式会社東京証券取引所（㈱東京証券取引所）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、
利用など同指数に関するすべての権利は、㈱東京証券取引所が有しています。 

●JASDAQインデックスは、㈱東京証券取引所及びそのグループ会社（以下、「東証等」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用
など同指数に関するすべての権利・ノウハウは東証等が所有しています。 
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